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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡ 6月定例会では､15名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】　一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。また、議員名の横の2次元コードから、該当議員の動画へ

アクセスできます（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は1年間です）。

◆生徒に安全な通学路を
①入間中学校統廃合後の入間野中学校通学路の
安全対策と今後の予定は。
②薄暗い場所への防犯灯の増設は。
③自転車通学の安全対策は。
生涯学習部長 ①外側線や路面表示の新規表示
と再表示、横断歩道の再表示を昨年末までに実
施した。新たな通学路は、保護者の要望を受け、
舗装の補修などを実施している。今後も、関係機
関と連携を図りながら安全対策を講じる。
②防犯灯は、地元自治会の申請で設置するので、
保護者アンケートなどで要望のあった農道など
は、地元自治会と協議し昨年末までに設置した。
現在のところ、新たな設置予定はないが、要望が
ある場合は自治会と協議をしていく。

③入間野中学校では、新たに自転車通学を認め
ることになり、自転車通学の開始に当たっては、
学校としてルールを定め、特にヘルメットの着
用を義務づけた。また、教員による安全指導のほ
か、交通安全教室や自転車の安全点検、生徒会の
自転車安全点検活動の実施など、さまざまな安
全対策を講じている。

その他のテーマ

▶統廃合後の安全対策
▶通学路の防犯灯の設置
▶公契約条例について

◆太平洋戦争と狭山市
①太平洋戦争時、笹井の空襲など市の被害は。
②戦争の記録を後世につなぐため、図書館に常
設のコーナーの設置を。
総合政策部長 ①狭山市遺族会のまとめた名簿
によると、戦死および戦病死された方は789人。笹
井の空襲は、昭和20年５月26日、5,000発とも
言われる焼夷弾が投下され、死者13人、負傷者

10人、罹災者69家族346人と記録されている。
生涯学習部長 ②中央図書館では、毎年８月に特
集本コーナーで戦争や平和に関連する図書の紹
介を行っており、より一層の充実を図りたい。８
月以外は、レファレンスサービスで対応したい。

◆自衛隊入間基地
　災害対策を理由に、東町側の留保地に災害対
処拠点と病院設置が計画されている。災害には
自然災害のほか戦争などの人的災害もあるが。
総合政策部長 防衛省の資料では、首都直下型地
震が想定されており、それ以上の例示はないが、
これに匹敵する人的・物的被害が発生した、また
は発生するおそれがあるというような災害も含
まれると予想される。

その他のテーマ

▶災害対策を理由に、基地強化
▶狭山の太平洋戦争の記録保管
▶戦争記録コーナーの常設を！

その他のテーマ

▶人口ビジョンと総合戦略策定
▶健康づくり推進策の考えは
▶軽スポーツの推進策の考えは

その他のテーマ

▶子ども支援
▶市民生活の利便性の向上

◆地方創生に向けた取り組み状況
①人口減少の解決策をどう考えるか。
②総合戦略の方向性をどう考えるのか。
総合政策部長 ①結婚・出産・子育て支援といっ
た切れ目のない施策を進めていくことが肝要と
考えている。まずは、結婚の促進につながる施策
を検討し、雇用の創出という点では企業内保育

の環境整備につながるような施策も有効と考え
ており、今後、具体的な検討を進めたい。
②国や県の総合戦略を勘案し、市の総合戦略を
策定していくこととなるが、的を絞った施策を
展開していけるように工夫したい。

◆軽スポーツ推進で健康づくりのできるまちへ
　健康づくりと軽スポーツの連携は。
生涯学習部長 両者は密接に関係しており、特
に健康づくりをする上で軽スポーツは非常に有
効な手段となることから、今後は健康づくりの
施策の中にも、軽スポーツの果たす役割をしっ
かりと位置づけ、健康づくりを担うセクション
からも、軽スポーツの普及啓発を図るよう庁内
の連携を進め、総合的に取り組みたい。

◆子どもの貧困対策
①「子どもの貧困対策」をどう認識しているか。
②ひとり親家庭の親の就労支援など、「子どもの
貧困」と関わる格差解消に向けた取り組みをど
う考えるか。
③４月からの「生活困窮者自立支援制度」で、子
どもの学習支援や居場所づくりの取り組みは。

福祉こども部長 ①生活支援、教育支援、就労支
援や経済的支援など、切り口の異なる複合的な
取り組みが必要なことから、各部署が連携して
いくことが重要と考えている。
②窓口でのきめ細やかな聞き取りと対応、そし
て母子・父子家庭自立支援プログラム策定事業
や自立支援教育訓練給付金制度などを実施して
いる。これらの自立支援策の推進を通じて、子ど
もの貧困率減少に向けた対策を、引き続き実施
していく。
③学習支援は、彩の国子ども・若者支援ネットワ
ークに委託しており、現在、生活保護受給世帯の
中学生３名、高校生３名が受講している。今後、
生活保護世帯の児童・生徒のほかにも参加を広
げつつ、居場所づくりへの活用も図りたい。
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狭山版地方創生
元気なまちづくり

子どもたちの
健全な成長を願う

入間中統廃合後の
通学路の安全を

入間基地の
危険な拡大・強化に反対を！

太田　博希（創政会）

加賀谷　勉（公明党）

望月　高志（日本共産党）

猪股　嘉直（日本共産党）


